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一
二
二

李
通
玄
に
お
け
る
十
二
縁
生

の
理
解

小

島

岱

山

序

十
二
縁
起
説
を
李
通
玄
独
自
の
法
界
縁
起
説
に
基
づ
い
て
、
十
種
の

(
1
)

立
場
よ
り
理
解
し
直
し
た
論
書
が

『
解
迷
顕
智
成

悲

十

明

論
』
で
あ

る
。
こ
の

『十
明
論
』
は
李
通
玄
の
著
作
の
中
で
は
最
後
に
著
作
さ
れ

た
論
書
で
あ
る
の
で
、
そ

の
意
味
で
は
李
通
玄
の
最
も
淳
熟
し
た
思
想

が
、

こ
の

『十
明
論
』
に
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

『
十
明
論
』
に
は
李
通
玄

の
他
の
著
作
と
同
様
に
種

々
種

々
な
興
味

あ
ふ
れ
る

ユ
ニ
ー
ク
な
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
本
拙
論
で
は
、
そ

の
中
か
ら
は
じ
め
に
、
李
通
玄
の
言
う
無
明
と
は
何
か
を
検
討
し
、
あ

わ
せ
て
無

明
を
克
服
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
策
と
は
如
何
な
る
も
の

で
あ
る
の
か
を
論
究
し
た
い
。

次

に
、
十
二
有
支
全
体
を
何
故
に
大
苦
海
な
り
と

一
切
衆
生
は
受
け

取
る
こ
と
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
究
明
し
、
あ
わ
せ
て
十
二
有
支

全
体
を
大
功
徳
海
な
り
と

一
切
衆
生
に
自
覚
せ
し
め
る
為

の
具
体
的
な

方
策
と
は
如
何
な
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
の
か
を
探
究
し
て
み
た
い
と

思
う
。

一

李
通
玄

に
お
け

る
無
明

の
思
想

『
十
明
論
』
十
頁
に
、
「真
智
慧
之
体
是

一
切
衆
生
之
本

源

也
。
為

真
智
慧
無
体
性
、
不
能
自
知
無
性
故
、
為
無
性
之
性
不
能

自

知

無

性

故
、
名
曰
無
明
。
如
華
厳
経
第
六
地
、
不
了
第

一
義
故
号
曰
無

明
。
」

と
あ
る
。
真
智
慧

の
体
と
は

一
切
衆
生
の
本
源

の
こ
と
で
あ
り
、
真
智

慧

の
体
も

一
切
衆
生
の
本
源
も
共
に
無
性
な
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
真
智
慧
は
そ
の
体
が
無
性
で
あ

る
が
為
に
、
真
智
慧
は

自
ら
が
無
性
で
あ
る
と
自
覚
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
さ
ら
に
無
性
そ

の

も
の
も
、
ま
さ
し
く
無
性
で
あ
る
が
為
に
、
無
性
は
自
ら
が
無
性
で
あ

る
と
自
覚
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

誠
に
ユ
ニ
ー
ク
な
無
明
の
定
義
で
あ

り
、
『
十
地
経
諭
』
に
も
、
智

假
に
も
法
蔵
に
も
、

こ
の
よ
う
な
独
創
的
な
無
明
の
定
義
は

一
切
全
く

存
在
し
な
い
。
い
や
智
撮
、
法
蔵
は
お
ろ
か
、
『起
信
論
』
も

含

め
、
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(
3
)

イ
ン
ド
仏
教
、
さ
ら
に
は
中
国
仏
教
全
般
を
通
じ
て
無
明
そ
の
も
の
に

つ
い
て

の
こ
の
様
な
定
義
は
一
切
全
く
見
当
ら
な
い
。
李
通
玄
に
到

っ

て
何
故

に
、
こ
の
よ
う
な
透
徹
し
た
論
理
性

に
貫
ぬ
か
れ
た
、
独
創
的

な
無
明

の
理
解
が
出
現
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
か
、
さ
ら
に
は
ま
た
、

李
通
玄

は

「無
明
は
根
本
智
な
り
」
と
も
盛
ん
に
主
張
す
る
が
、
無
明

に
対
す

る
李
通
玄
の
こ
の
よ
う
な
独
特

の
感
覚
は
何
に
由
来
す
る
も
の

な
の
か
、
李
通
玄
思
想
研
究
に
於

い
て
是
非
と
も
究
明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

最
重
要
な
る
問
題

の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

「
十
地
品
」

の
第
六
現
前
地
か
ら
の
引
用
文
で
あ
る
、
「
不
了
第

一

義
故
号
曰
無
明
。
」
と
い
う
文
に
つ
い
て
も
李
通
玄
は
独
特
な
解

釈

を

施
し
て

い
る
。
『
十
明
諭
』
二
四
頁
か
ら
二
五
頁
に
か
け
て
、
「
以
第

一

義
中
、
無
本
無
末
無
始
無
終
無
成
無
壊
無
三
世
古
今
、
亦
不
可
作
本
有

及
修
生
成
就
世
間
断
常
諸
見
及
諸
諄
論
。
」
と
あ
り
、
さ

ら

に

『
十
明

論
』
の
三

一
頁
に
は
、
「第

一
義
中
都
無
此
也
。
」
と
あ
る
様

に
李
通
玄

は
第

一
義
諦
を
無
性
な
る
こ
と
と
受
け
取

つ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
た
が

っ
て
前
述
し
た
第
六
現
前
地
か
ら
の
引
用
文

の
意
味
は
李
通
玄

に
あ

つ
て
は
、
「無
性
な
る
こ
と
を
了
せ
ざ
る
が
故
に
号
し
て
無

明

と

曰
う
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
引
用
文

の
第

一

義

(第

一
義
諦
)
と
い
う
言
葉
を
無
性
な
る
こ
と
と
理
解
す
る

こ

と
も

ま
允
李
通
玄
の
独
自

の
解
釈
で
あ

っ
て
、
『十
地
経
論
』
を
は
じ

め

智

撮
、
法
蔵

に
も

一
切
見
当
ら
な
い
。
李
通
玄
以
外
は
す
べ
て
第

一
義
を

真
諦
と
い
う
意
味
で
使
用
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
以
上
よ
り
、
李
通

玄
の
思
想

の
根
底
に
は
、
と
り
わ
け
無
明
の
思
想

の
根
底
に
は
、
無
性

に
対
す
る
徹
底
し
た
自
覚
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、

一
切
衆
生
は
真
智
慧
同
様
、

そ

の
本
源
は
無
性
で
あ
る

の
で
、

一
切
衆
生
の
本
源
で
あ
る
真
智
慧
の
体

の
無
性
な
る
こ
と
を
理

解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
結
局
、

一
切
衆
生

は
、
真
智
慧
そ
の
も
の
も
、
さ
ら
に
は
真
智
慧

の
体
の
無
性
な
る
こ
と

も
、
自
ら
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
無
明
に
付
随
し
た
範
翻

で
真
智
慧
と

一
切
衆
生
と
の
関
係
を
言
え
ば
、

今
、
述
べ
た
通
り
で
あ

る
。で
は

一
体
、

一
切
衆
生
は
ど
う
す
れ
ば
真
智
慧
の
存
在
を
体
解
し
、

ま
た
真
智
慧

の
無
性
な
る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
言

え
ば
、
『
十
明
論
』
十

一
頁
に
、
「
既
先
賢
得
道
利
楽
世
間
、
明
知
真
智

要
得
了
縁
、
方
能
現
也
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
得
道
者
と
し
て
の
先

賢

達
が
世
間
を
利
楽
し
て
い
る
姿
と
事
実
と
を
実
際
に
目
で
確
認
す
る
縁

に
め
ぐ
り
あ
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
真
智
慧
の
存
在
を
体
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
言
う
。

ま
た
、
真
智
慧

の
体

の
無
性
な
る
こ
と
は
ど
う
し
て
自
覚
で
き
る
の

か
と
言
え
ば
、
『十
明
論
』
の
十

一
頁
に
、
「若
言
真
智
本
来
自
然
常
不

変
易
者
、
即
有
所
依
。
即
有
所
住
処
。
即
堅
然
形
質
、
十
方
虚
空
不
可

相
容
納
也
。
即
同
外
道
及
二
乗
井
浄
土
菩
薩
皆
有
所
依
。
故
衆
生
自
衆

生
、
聖
自
聖
不
須
教
化
也
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
真
智
慧
が
本
来
無
性
で

な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
真
智
慧
は
あ
る

一
定
の
形
質
を
持

っ
た
固
定
的

李
通
玄
に
お
け
る
十
二
縁
生
の
理
解

(小

島
)
 

一
二
三
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李
通
玄

に
お
け

る
十

二
縁
生

の
理
解

(小

島
)
 

一
二
四

な
存
在
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
固
定
的
な

一
定
の
依
り
所
が
あ
る
こ
と

に
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
依
り
所
に
執
着
し

て
、
例
え
ば
外
道
は
外
道
の
ま
ま
で
、
二
乗
は
二
乗
の
ま
ま
で
、
浄
土

の
菩
薩
は
浄
土
の
菩
薩

の
ま
ま
で
終

っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
結
局

の
と
こ
ろ
教
化
す
る
と
い
う
こ
と
が
存
在
し
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現

に
先
賢
達

に
よ
る
教
化
が
行
な
わ
れ
て
い

る
。
だ
か
ら
真
智
慧
は
無
性
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
自
覚
で
き
る
と
言

う
の
で
あ

る
。
こ
れ
も
ま
た

ユ
ニ
ー
ク
な
論

で
あ
る
。
さ
ら
に
教
化
と

い
う
こ
と
が
存
在
し
得
る
の
は
真
智
慧

の
体
が
本
来
無
性
で
あ
る
か
ら

で
あ
り
、
ま
た
真
智
慧

の
体

の
無
性
な
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
る
こ
と
が

教
化
と
い
う
こ
と
の
目
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

以
上
よ
り
、
得
道
者
と
し
て
の
諸
先
賢

の
教
化
の
姿
は
真
智
慧

の
存

在
す
る
こ
と
を

一
切
衆
生
に
知
ら
し
め
、
さ
ら
に
は
そ
の
無
性
な
る
こ

と
を
自
覚
せ
し
め
る
働
き
を
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き

る
。
さ
ら
に
、
以
上
の
こ
と
を
端
的
に
言
え
ば
、

い
か
な
る
理
論
を
も

っ
て
し
て
も
、
無
明
を
克
服
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
無
明
は
根
本
智
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
体
解
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
戒
定
慧
の
三
学
を
遵
守
し
、
と
り
わ
け
観
法
を
実
践
す
る
得
道

者
の
生
き
方
こ
そ
が
、
無
明
の
衆
生

一
切
を
救
う
唯

一
の
方
法
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二

十
二
有
支
全
体

に
対
す
る
理
解

『
十
明
論
』
の
冒
頭
で
は

つ
き
り
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
十
二
有
支

全
体
に
つ
い
て
は
、
李
通
玄
は

一
切
衆
生
が
迷

い
続
け
る
大
苦
海
で
あ

る
と
同
時
に
、
諸
仏
諸
菩
薩
諸
聖
賢
が
常
に
迫
遙
し
、
活
躍
し
て
い
る

大
功
徳
海
で
も
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
大
功
徳
海
で
あ
る
は
ず

の
十

二
有
支
が
、
ど
う
し
て
衆
生
に
は
大
苦
海
に
な

っ
て
し
ま
う
の
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
李
通
玄
は

『
十
明
論
』

の
十
三
頁
に
於
い
て
、

「
以
迷
真
智
故
、
便
有
業
生
。
十
二
有
支
因
此
而
起
。
」
と

言

い
、
さ

ら
に

『
十
明
論
』
の
十
七
頁
に
於
い
て
、
「是
故
十
二
有
支
迷
真

智

慧

生
。
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

一
切
衆
生
が
真
智
慧
に
迷
う
か

ら

で

あ
る
と
し
て
い
る
。

真
智
慧
に
迷
う
と
は
、
真
智
慧

の
存
在
を
体
解

で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
真
智
慧
の
無
性
な
る
こ
と
を
自
覚
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
で
も
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
無

明
の
理
解
と
十
二
有
支

全
体
に
つ
い
て
の
理
解
と
は
全
く
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が

わ

か

る
。
十
二
有
支
が
大
苦
海
に
な

っ
て
し
ま
う
詳
細
な
る
理
由
は
、
無
明

の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
こ
と
と
全
く
同
じ
理
由
に
依
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
次
に
十
二
支
全
体
を
ど
う
す
れ
ば
大
功
徳
海
な

り
と
体
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
を
検
討

し

て

み

よ

う
。
基
本
的
に
は
無
明
を
克
服
す
る
こ
と
、
す

な
わ
ち
無
明
は
根
本
智

で
あ
る
と
自
覚
す
る
こ
と
の
場
合
と
同
じ
で
あ

る
が
、
背
景
と
な
る
理

由
の
ち
が

い
や
、
論
点

の
立
場

の
ち
が
い
に
よ

っ
て
様
々
に
論
ぜ
ら
れ

て
い
る
の
で
、
資
料
に
則
し
て
論
究
し
て
み
よ
う
。
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『
十
明
論
』
の
三
頁
に
、
「若
以
戒
定
慧
観
照
方
便
力
、
照
自

身

心

境
、
体
相
皆
自
性
空
、
無
内
外
有
。

即
衆
生
心
全
仏
智
海
。
」
と
あ
る
。

真
智
慧

の
無
性
な
る
在
り
方
を
李
通
玄
は
空
智
慧

(空
慧
)
と
呼

ん

で

い
る
。
こ
れ
は
十
住
の
初
心
で
体
解
さ
れ
る
。
戒
定
慧
の
三
学
を
遵
守

し
、
し
か
も
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
無
量
方
便
三
昧
力
で
自
ら
の
身

心
を
静
か
に
顧
れ
ば
、
自
己
自
身
は
本
来

一
切
空
な
る
存
在
で
あ
る
と

自
覚
さ
れ
る
と
言
う
。
仏
智
海
は
本
来
無
性
な
る
在
り
方
を
し
て
い
る

の
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば

こ
そ
仏
智
海
、
す
な
わ
ち
真
智
海
と
呼
ば

れ
る
の
で
あ
る
。
元
来
、
空
と
い
う
こ
と
、
無
性
と
い
う
こ
と
が
共
通

(
4
)

で
あ
る
か
ら
衆
生
心
は
仏
智
海
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ち
な

み
に
無
明

は
根
本
智
な
り
と
い
う
こ
と
も
、
無
性
と
い
う
点
で
共
通
し

て
い
る
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
『
十
明
論
』

の
四
頁
か
ら
五
頁
に
か
け
て
、
「
但
自
浄

一
心
。

心
無
即
境
滅
、
識
散
即
智
明
。
智
自
同
空
、
諸
縁
何
立
。
以
空
智
慧
光

明
普
見
法
門
入
十
住
初
心
。
此
如
善
財
童
子
登
妙
峯
山
頂
。
以
明
相
尽

法
門
故
。
」
と
あ
る
。

二
心
の
浄
め
方

の
具
体
的
方
法
は
述
べ
ら

れ

て

い
な
い
が
、
「
此
れ
は
善
財
童
子
が
妙
峯
山
頂
に
登
る
が
如

し
。
相

の

尽
く
る
の
法
門
を
明
す
を
以
て
の
故
に
。
」
と
あ
る
の
で
、
妙
峯

山

頂

で
徳
雲
比
丘
が
修
し
て
い
た
無
相
観
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
得
ら
れ
た
結
果
は
、
光
明
が

一
切
処
に
實
徹
す
る
よ
う
に
空

智
慧
は

一
切
処
に
貫
徹
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し

た

の

で
あ

る
。
す
な
わ
ち

一
切
諸
法
は
無
性
な
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
体
解
し

た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
『十
明
論
』
の
二
三
頁
に
は
、
「当
以
止
観
力
功
熟
方

乃
証
知
。
」
と
あ
り
、
『十
明
論
』

の
二
四
頁

に

は
、
「如
来
智
慧
以
戒

定
慧
衆
善
方
便
、
而
以
照
之
、
而
縁
縁
之
中
、

無
作
者
無
成

壊

故
。
」

と
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
引
用
文
は
本
有

・
修
生

を
論
じ
て
い
る
項
の
中

の
文
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
諸
仏
の
解
脱

の
智
慧
は
本
有
で
も
な
け
れ

ば
本
無
で
も
な
く
、
本
有
修
生
で
も
な
け
れ
ば
修
生
本
有
で
も
な
い
、

全
く

の
無
性
な
る
も
の
で
あ
る
と
李
通
玄
は
主
張
し
て
い

る

の
で

あ

る
。
『
捜
玄
記
』
巻
三
下
に
存
す
る
智
撮
の
法
界

縁
起
説

で

は
、
十
二

因
縁
は
本
有

で
も
あ
り
修
生
で
も
あ
り
、
本
有
修
生
で
も
あ
り
、
修
生

本
有
で
も
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
李
通
玄
は
こ
れ
ら
を

一
切

否
定
し
て
無
性
性
に
徹
底
し
、
こ
の
無
性
性
に
基
づ
い
た
法
界
縁
起
説

を
構
築
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
止
観
の
功
が
熟

し
、
無
性
な
る
こ
と
が

体
解
さ
れ
、
戒
定
慧

の
三
学
の
方
便
力
で
も

っ
て
無
性
な
る
こ
と
が
自

覚
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

あ
る
い
は
ま
た
、
『十
明
論
』

の
四
六
頁
か
ら
四
七
頁
に
か
け

て
、

「
此
是
初
観
。
第
二
次
第
、

乃
至
第
十
倍
倍
増
広
、
量
度
想
念
皆
尽
虚

空
。
令
其
自
心
亦
尽
虚
空
。
心
同
虚
空
、

其
心
自
定
朗
然
安
楽
。
方
従

定
還
起
十
方
、
観
四
維
上
下
、

周
遍
推
求
自
心
、
内
外
都
無
所
得
。
方

始
了
知
空
慧
現
前
、
名
憶
念

一
切
諸
仏
智
慧
光
明
普
見

法

門
。
」
と
あ

(
5
)

る
。

こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
李
通
玄

の
仏
光
観
で
あ

る
。
光
明
の
遍
満
性
を

利
用
し
て
自
己
の
心
を
虚
空
と
同
等
に
す
る
観
法
で
あ
り
、
自
己
の
心

李
通
玄
に
お
け
る
十
二
縁
生
の
理
解

(小

島
)
 

一
二
五

-637-



李
通
玄
に
お
け
る
十
二
縁
生
の
理
解

(小

島
)
 

一
二
六

を
虚
空

と
同
等
に
出
来
た
時
、
空
智
慧
、
す
な
わ
ち
真
智
慧
の
無
性
な

る
こ
と
が
体
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
行
位
で
言
え
ば
初
住
位
で
体
験
さ

れ
る
心
境

で
あ
る
。
仏
光
観
で
得
ら
れ
る
三
昧
を
無
量
方
便
三
昧
と
言

い
、
空
智

慧
、
す
な
わ
ち
真
智
慧
の
無
性
な
る
こ
と
の
自
覚
を
内
容
と

し
、
普
賢

の
万
行

へ
の
出
発
点
と
も
さ
れ
る
。

結

空
智
慧
、
す
な
わ
ち
真
智
慧

の
無
性
な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち

一
切
諸

法
の
無
性
な
る
こ
と
を
了
解
す
る
こ
と
が
、
十
二
有
支
を
大
功
徳
海
な

り
と
自
覚
す
る
た
め
の
根
本

の
条
件
で
あ
る
。
し
か
も
戒
定
慧
の
三
学

の
遵
守
、

実
行
、
さ
ら
に
は
と
り
わ
け
仏
光
観
を
は
じ
め
と
す
る
種
種

な
る
観
法

の
実
践
に
依
る
以
外
、

一
切
衆
生
は
そ
の
無
性
な
る
こ
と
を

体
解
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

李
通
玄

に
あ

っ
て
は
真
智
慧
か
ら
無
明
に
至
る
ま
で
、
そ

の
根
底
を

無
性
な
る
こ
と
が
貫
ぬ
い
て
お
り
、

一
切
諸
法

の
無
性
な
る
こ
と
の
徹

底
し
た
自
覚
、

こ
れ
が
李
通
玄
の
実
践
思
想

の
根
本
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。
し
か
も
こ
の
無
性
は
因
分
に
於
け
る
三
乗
の
空
観
的
無
性
性
で
は

な
く
、

因
分
果
分
を
含
み
、

一
切
諸
法
を

一
切
諸
法
た
ら

し

め

る
性

(6
)
起
、

な
い
し
は
、
法
界
縁
起

の
根
拠
と
し
て
の
果
徳
の
無

性

性

で
あ

る
。
喩
え

て
言
え
ば
、

一
切
皆
無
で
あ
る
の
に
厳
然
と
我
々
の
目

の
前

に
存
在
し
て
い
る
虚
空
の
ご
と
く
、

一
切
皆
無

で
あ
り
な
が
ら
も
真
智

慧
と
し
て
厳
然
と
存
在
し
て
い
る
無
性
性
で
あ
る
。
ま
た
、
言
う
ま
で

も
な
く
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
無
性
性
を
体
解
す
る
た
め
に
は
戒
定

慧
の
実
践
、
と
り
わ
け
観
法
の
実
践
を
必
須

の
条
件
と
す

る

の

で
あ

る
。1

本
拙
論
に
於
い
て
は
筆
者
自
身
が
校
定
し
た

『十
明
諭
』
(華
厳
学
研

究
資
料
集
第

一
揖
、
華
厳
学
研
究
所
発
行
、
山
喜
房
仏
書
林
発
売
、
昭
和

六
十
三
年
四
月
)
を
使
用
す
る
。
以
下

『十
明
諭
』
の
頁
教
は
、
こ
の
校

定
本

『十
明
論
』
の
頁
数
で
あ
る
。

2

拙
論

「李
通
玄
に
お
け
る
光
明
思
想
の
展
開
」
(『華
厳
学
研
究
』
第
二

号
所
収
)
中
の
註
の
(
1
)
参照
の
こ
と
。

3

例
え
ば

『摩
詞
止
観
』
巻
五
上
に
は
、
「無
明
即
法
性
」
(大
正
四
六
、

五
五
下
)
と
あ
る
が
、
「法
」
に
執
着
し
て
お
り
、
「無
」
に
徹
し
て
い
な

い
。
ま
た
、
何
故
に
無
明
が
法
性
な
の
か
の
理
由
も
述
べ
て
は
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
李
通
玄
の
よ
う
な
、
無
明
そ
の
も
の
に
対
す
る
存
在
論
的
か

つ
認
識
論
的
な
探
究
の
姿
勢
は
全
く
な
い
。

4

こ
の
言
葉
は
李
通
玄
の
根
本
思
想
を
示
す
言
葉
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
。

5

李
通
玄
自
身
は
自
ら
の
観
法
を
仏
光
観
と
は
呼
ん
で
は
い
な
い
。
宝
色

光
明
観
と
呼
ん
で
い
る
。
仏
光
観
の
原
初
形
態
を
は
じ
め
李
通
玄
の
光
明

思
想
に
つ
い
て
は
、
拙
論

「李
通
玄
に
お
け
る
光
明
思
想
の
展
開
」
(『華

厳
学
研
究
』
第
二
号
所
収
)
を
参
照
の
こ
と
。

6

性
起
の
思
想
は
理
事
無
磯
の
思
想
に
相
当
し
、
華
厳
の
思
想
の
至
境
を

語
る
言
葉
と
し
て
は
不
適
切
で
あ
る
。
古
来
、
天
台
学
派
に
よ
っ
て
悪
用

さ
れ
た
面
が
強
い
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

無
明
即
無
性
、
無
明
即
根
本
智

(
華
厳
学
研
究
所
)
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